
原・居平遺跡は、魚野川左岸、標高約１３８ｍの上ノ原段丘面に位置し、おおよそ５,０００年前
はら いだいらい せ き うえのはらだんきゅうめん

に営まれた縄文時代中期の集落遺跡です。本遺跡からは、竪穴住居跡３６軒、土坑跡４基をはじめ
じょうもんじ だ い たてあな ど こ う

とする生活跡が発掘調査で確認されました。また、主な出土品では約５,０００年前の火焔型土器や
はっくつちょうさ かえんがた ど き

打製石斧、磨製石斧、磨石類など、当時のヒトが使った道具が多く出土しています。
だ せ いせき ふ ま せ いせき ふ すりいし

本遺跡の火焔型土器は、ほぼ完全な形で出土し、平成２０年３月２５日に魚沼市指定文化財に指定

されました。本遺跡と出土品は日本遺産の構成文化財でもあります。
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